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２章 自由形式の正書法
　

　従来の固定形式のソーステキストに加えて自由形式のソーステキストが追加されました。

固定形式または自由形式のソーステキストは、コンパイル時指示文（>>SOURCE

FORMAT )により変更可能です。また、>>SORUCE FORMAT 指示により、二つのソー

ステキスト形式をソーステキストと COPY原文のなかで混在して記述できます。

さらに、固定形式のソーステキストにも若干の変更が加えられました。

2.1 固定形式のソーステキスト
　従来のソーステキストの形式です。COBOL2002 で大きな変更はありませんが、従来

あったＡ領域Ｂ領域の識別が削除されました。

これにより、固定形式であってもプログラムテキストの記述はより自由になりました。

境界Ｌ　　　境界Ｃ　　　　　境界Ａ　　　　　境界Ｂ　境界Ｒ

↓　　　　　↓　　　　　　　↓　　　　　　　↓　　　↓

｜１｜２｜３｜４｜５｜６｜７｜８｜９｜10｜11｜12｜13｜….｜

　　　一連番号領域　　　　↓　　　プログラムテキスト領域

　　　　　　　　　　　　標識領域

2.2 自由形式のソーステキスト
　自由形式のソーステキストでは、これまでの一連番号領域や、識別領域等の境界による

制約がなくなりソーステキストをどこに書いてもよい形式です。

ただし識別領域がないため　 継続、注記等に関しては、特別の規則が定められています。

・継続の規則：定数の継続は、"-　 または　 '-　によって行います。

　　　例　　　N"日本語の"-

　　　　　　　"定数"  .

・注記の規則：コメントは、コメント指示子 *> の後ろにコメントを記述します。

　　　例　　MOVE　DATA1　 TO　DATA2 . *>コメントデータの転記
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自由形式のプログラムの例

>>SOURCE　 FORMAT　 IS　FREE

IDENTIFICATION DIVISION.

PROGRAM-ID. FREE-FORM-EXP.

SOURCE-COMPUTER. XYZ WITH DEBUGGING MODE.

DATA DIVISION.

WORKING-STORAGE SECTION.

01 長い項目 PIC N(100) VALUE N"長い項目の定数の継続例"-

　　　　　　　　　　"定数の継続の残り".

01 数字項目 PIC 9(10).

PROCEDURE DIVISION.

paragraph-name.

*>これは、コメントの行です。

　　　　　　MOVE 0 TO 数字項目.       *>これは、インラインのコメントです。

　　　　　　MOVE "長い項目の定数の継続の例です。"&

"定数の継続の残り" TO 長い項目.

　．．．．．．．．．


